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第 3 章では，局所線形モデルを用いた PID 制御系の設計について考察している。具体的に
は，第 2章の極配置制御法に基づきながら，産業界で広く用いられている PID 制御に着目し， 
その PIDパラメータを自己調整する方法について考察している。また，プロセス制御の一種で
ある水位プロセスシステム，および磁気浮上実験装置への適用を通して，その有効性を実験的
に検証している。 
第 4章では，データベースの切り替え機構を有するデータ駆動型制御系の設計について考察
している。データ駆動型アプローチは，非線形システムに対して，良好な制御性能をえること
ができるが，計算コストが大きいという欠点を有している。そこで，非線形システムをいくつ
かのサブシステムに分け，サブシステムごとにデータベースを構築し，これらを適切に切り替
えてパラメータを生成する手法について考察している。さらに，本手法の有効性を，数値例及
び熱プロセス実験装置への適用を通して検証している。 
第 5章では，本研究を総括するとともに，残された問題点について言及している。 
 本研究は，非線形システムに対する新しいセルフチューニング制御法を提案すると共に，
その有効性を数値例，ならびに熱プロセスや水位プロセス，さらには磁気浮上実験装置な
ど，実験システムへの適用を通して検証している。とくに，制御性能の向上に留まらず，
計算コストの削減にも注力しており，いずれも方法も実用性の高い制御技術であると評価
することができる。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
